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平成14 年度か ら小中学校で完全実施に移行 した学習指導要領に お い て は, 小学校, 中学校 , 高等学校の 各段階で体

系的な情報教育が実施され る ことが期待され て い る｡ 情報教育の体系的な実施の ため に は総合的な学習の 時間だ け で

なく, 各教科 にお ける学習活動と連携 して いく必要が ある｡ 本研究で は教科, 特 に小学校の 社会科に お ける学習活動

を情報教育の立場か ら整理 し, 具体的に情報教育の 目標と関連して い る部分を検討して い く研究に つ い て ,
そ の可能

性と現状を報告する ｡

辛 - ワ ー ド : 情報教育, 学習活動, 社会科教育, 小学校教育

1
. あらま し

情報教育 は, 平成1 4 年度から本格実施され た小学校
･

中学校 ,
1 5 年度か ら実施され る予定の 高等学校の学習指

導要領の 中で ! 小学校, 中学校 , 高等学校の各段階に お

い て 取り組む重要課題とされ て い る ｡ 小学校か ら高等学

校にか け て の12 年間の学び の 中で 体系的に実施される こ

とが求められ て い る の で あ る ｡ 小学校で は総合的な学習

の時間を中心とし て , 中学校で は技術領域の ｢情報と コ

ン ピ ュ ー タ｣ な らび に 総合的な学習の時間を中心 に授業

(情報教育) が展開され ると考えられる ｡ 高等学校に お

い て は新教科 ｢ 情報｣ が設置され , 総合的な学習の 時間

との関連で活動を展開するこ とが可能で ある｡ 教育制度

の改革と平行 して , 政府の バ
ー

チ ャ ル エ
ー

ジ ェ ン シ
ー な

ら び に ミ レ ニ ア ム プ ロ ジ ェ ク ト , e-J a p a n 計 画に お い て

情報化に対応した教育の 重要性が強調され , 学校 に満 け

る情報ネ ッ ト ワ
ー

ク 環境も急速に整備され て き て い る｡

た と えば
,
富山市で は, 平成1 4年度か ら, 光 フ ァ イ バ

ー

を利用した高速回線を小学校, 中学校に 順次導入する計

画を進めて お り, 学校 に おけ るネ ッ ト ワ
ー

ク ア ク セ ス の

速度が実用的な レ ベ ル に な り つ つ あ る ｡ 学校毎の パ ソ コ

ン 配備 に つ い て は, 全国の は とん ど全て の 学校に1 台以

上の パ ソ コ ン が配置され て い るが , 学校規模に よ っ て必

要な環境が異なる ことから,
一

律の 基準 (小学校, 中学

校共4 2 台) で の導入で は, 柔軟性の ある情報機器の 利用

が期待で きな い ｡ そ こ で ミ レ ニ ア ム プ ロ ジ ェ ク ト に お い

て は, 各 ク ラ ス に 1 台の液晶プ ロ ジ ュ ク タ
ー と 2 台の パ ー

ソ ナ ル コ ン ピ ュ
ー タ を設置する方針を明らか に した｡ 情

報の 活用は, 総合的な学習の 時間ばかり で はなく , 各教

科の 授業に お い て活用され る べ き で あり , 情報提示装置

と して コ ン ピ ュ ー タ を活用する ことから始める こと に よ っ

て
,
現在 の教員の教育活動に無理な ぐ情報活用を結び つ

ける ことをねら っ て い ると考えられる ｡

こ の よう に環境整備と制度が整う中で 問題に なる の が,

教育現場が情報教育を実施する上で の 教材や授業案, 提

示する素材や授業を行うため の ヒ ン ト の ような , 情報数

育の ソ フ ト ウ エ ア的な資源の 不足で ある｡ こ の 問題に対

処するため に , 国 の プ ロ ジ ェ ク ト や, 研究機関, 研究団

体, 企業など様々 な レ ベ ル で 研究や開発が進め られ て い

る｡

しか し, 我 々 は情報教育の 目標を達成するため に は,

各教科の教育活動で コ ン ピ ュ
ー タ が活用され る こ と に加

え て
, 各教科に おける学習活動と情報教育の 学習内容が

対応づ けられ, 教師がそ の こ と を自覚した上で 授業を展

開する必要が あると考えた ｡

教育現場に おける教育活動に情報教育を無理 なく取り

込む ため に は,
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( 1 ) 情報教育の 目標を明確にする

( 2 ) 情報教育の学校教育にお ける位置づ けを明確にす

る

( 3 ) 情報ネ ッ ト ワ ー

ク へ の 接続環境を整備する

( 4 ) 情報教育を実践する先行事例を示す

( 5 ) 情報教育を実践する上で の ガイ ド ラ イ ン を示す

( 6 ) 情報教育を実践するため に参考となる資料をイ ン

タ ー ネ ッ ト上 に整備する

な どの 準備が必要で あ る｡ ( 1 ) , ( 2 ) , ( 5 ) は文部科

学省な らび に研究機関の 仕事で あり, そ の成果と して ,

平成14 年 6 月 に ｢ 情報教育の 実践 と学校の 情報化一新

『情報教育 に関する手引』- ｣ ( 文部科学省, 20 02) が公

表された｡ ( 3 ) に つ い て は文部科学省等の イ ン タ ー ネ ッ

ト関連の 国家予算な らび に , 地方交付税と し て 予算処

置が行わ れ て き て おり , 環境 の充実が急が れ て い る｡

( 4 ) に つ い て は C E C や J A P E T と い っ た関連団体 の

活動や ,
イ ン タ

ー

ネ ッ ト 上で 教育活動を支援す る団体 ･

個人 の 努力に よ り, 情報が提供され て い る｡ ま た出版社

に よる教員向けの雑誌で も繰り返し特集が組まれ るな ど,

各種 メ デ ィ ア を通 し で情報が流通 して い る ｡ ( 6 ) イ ン

タ
ー ネ ッ ト上 で の実践事例の 公開に加え て , 情報教育の

授業を展開する ス テ ッ プ毎 の 内容と子供用の ワ
ー

ク シ
ー

ト
, ワ

ー

ク シ
ー

ト利用 の 注意点, 授業 の時間管理の 手引

きを合わ せ た ｢ レ シ ピ｣ も公開され る よ う に な っ て き た

( メ デ ィ ア教育開発 セ ン タ
ー

,
20 01 な ど) ｡ ま た各教科で

授業中に 利用で きる デ ジ タ ル 素材の 分析と, 具体的な素

材の作成もプ ロ ジ ェ ク トと して 進行して いる ( コ ン ピ ュ ー

タ 教育開発 セ ン タ
ー

,
20 01 な ど) ｡

2 . 研究の 目的

我々 の研究 は, 小学校, 中学校の各教科 にお ける授業

に含まれ る学習者 の 情報活動を, 学習指導要領か ら抽出

し
, 情報教育の 目標と関連づ けた上で

, 具体的に教科書

の どの 部分が ど の学習活動に関連して い る の かを分析す

る ことを目的とし て い る ｡ こ の 論文で は, 小学校の 社会

科を中心 に異体的な例を示す o

3
. 研究の 方法

[ 分析者]

大学研究者, 現職教員, な らび に情報教育研究を専門

とする大学院生か らなる研究グ ル
ー プ で 分析を行 っ た｡

[ 素材資料]

研究の基礎資料と して , 各教科の学習指導要領な らび

に そ の解説, 教科書 , 文部科学省の情報教育に 関する公

式文書 (情報教育 に関する調査研究協力者会議 , 19 9 7 ;

文部科学省, 2bo 2) を利用した｡

[手続き]

本研究の 内容 は以下の 3 つ の ス テ ッ プ で構成され て い

る｡ こ れ ら の ス テ ッ プ の関連を図示した のが図1 で あ る ｡

< ステ ッ プ 1 > 学習指導要嶺の分析

学習指導要領の 文章を読み, 情報教育に 関連する部分

と
, 教科教育独自で はあるが

, 情報教育 (特 に コ ミ ュ 与

ケ -

シ ョ ン) の 基本と し て必要不可欠と考えられる視点

(考え方, い わ ゆる常識) を抽出する こ とが で き る｡ そ

れ ゆえ, こ れ ら の 知識を情報活動に必要な認知の ｢視点

( V P )｣ と い う形 で抜き出すこと に した｡

< ス テ ッ プ 2 > 情報教育の 目標との対応づけ

情報教育の 目標と各教科に含まれる情報教育に関連す

る学習活動を対応づ ける作業を行う｡

< ステ ッ プ 3 > 具体的な教科書や年間指導計画 と

の対応づけ

具体的な教育活動 は教科書に よ っ て影響される の で ,

教科書の 内容やそれを前提と した年間指導計画と, 情報

教育に 関連する学習活動を対応づ けて 示すこと に よ っ て ,

教師が情報教育を実践する上で の 助けと なる｡ 具体的に

は
, 各教科の 教科書の 内容と関連 ならび に具体的な年間

指導計画との 対応を検討する｡

4 . 結果

< 指導要嶺の 分析>

小学校国語と小学校社会科に おける情報教育に 関連す

る学習目標と, 教科独自の 視点 ( も の の捉え方) を抽出

図1 . 本研究における情報の 関連図と研究の 3 つ の ス テ ッ プ
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情報数青か らみた小学校社会科の 学習活動
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情報教育か らみた小学校社会科の学習活動
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した結果を, そ れ ぞれ表 1 な らび に 表2 に示した｡ 小学

校の国語の教育内容は, 低学年, 中学年 , 高学年の 3 つ

の 段階 で , 話す ･ 聞く, 書く, 読 む の 3 つ の 領域で の目

標が示さ れ, 構造化された ス パ イ ラ ル構造が明確に示さ

れ て い る｡ 情報数育との関連を分析したと こ ろ, 漢字 ･

文法 ･ 敬語表現など の言語事項以外は, は ぼ そ の まま情

報教育の目標と
一

致する ことが明らかとな っ た｡ 国語科

で は
, 視点 の ような教科固有の 内容は少なく, そ の ま ま

情報教育の目標に関連して い る ことがわかる｡

こ れ に対し て , 小学校の社会科 (表 2 ) は, 身近 の 地

域か ら世界 へ と い う広が り の方向性は明確に示され て い

るが
, 教科固有の内容が多く , 内容そ の も の の構造 は必

ず しも明らか で はな い ｡ そ の 中で , 純粋 に情報活動だ け

を選ん で い く と, ｢調 べ る｣ ｢ 観察する｣ ｢ ま とめる｣ ｢ 考

える｣ な ど の言葉だ けが選ばれ る こと に なる｡ つ ま り社

会科 など の教科で は ｢ 0 0 を調 べ る｣ と い っ た対象も含

んだ形で情報活動をとらえ る必要がある こ とが分か っ た｡

ま た
, 教科の 学習内容に つ い て 考え る と ,

｢ 地域 の環境

と して 地理的条件に注目する｣ と い うような ｢ もの の 見

方 , 考え方｣ と い う部類に属する知識が多く含まれ て い

る｡ こ の よう な, もの の 見方に関す る知識は , 小学校高

学年 , 中学校, 高等学校にお ける情報の見方や考え方の

中核を成すと考える こ とが で きる｡ 分析結果を表 2 に 示

した｡

表 2 を見 て分かる ことだが , 学習指導要領で は, 社会

科の目標に おける情報活動は, 調 べ る, ま と める (表現

する) , 考え る こと で あり, 相手 に積極的に それを伝え

る こ とは明示され て い な い｡ 目標 に は
, 調 べ た こ とを表

現すると い う内容が含まれ て い るが , 相手 に伝えるより

ち, 情報を表現する こと に重点が置かれ て い る｡ こ ど も

の発達段階を考えれば, 調 べ た こ とを話し合い , 伝え る

活動を利用する こと で , 学習 に対する動機づ けを高め た

り, 考えや理解を深める ことが期待で きる ｡

< 情報教育の目標との対応 >

抜き出した情報活動に対 して , 情報教育の 目標に対応

した ラ ベ ル を っ け た｡ 小学校社会科 にお ける分析結果の

一

部を表 2 の中 に示した｡ ラ ベ ル は永野らが メ デ ィ ア教

育開発セ ン タ ー (20 01) で 示 した体系的な情報教育の 目

標リ ス トの 中分類を利用した｡ 情報教育の 体系的な目標

リ ス トの 小分類や個々 の 目標項目との 関連を っ ける作業

も行 っ た が , 対応関係を明確に つ けられな い内容も含ま

れ て い た ｡

< 教科書との対応づけ>

具体的な教科書との対応づ け に つ い て は
, 分析者が対

応関係に ある部分をリ ス ト ア ッ プ し, 研究メ ン バ
ー

全員

で 内容の 確認を行う形で , 妥当性を チ ェ ッ ク し た｡

表3 は, 学習指導要領の小学校社会科の 3 年生4 年生

の部分の 最初の記述から情報教育に対応した学習活動を

表 3 . 小学校社会科 3 年生の 教科書 と情報活動の対応

第3 , 4 学年 教科書 (東京書籍) と の 対応

内容

( 1 ) ( 情) 身近な地域や市, 区, 町, 村 の特徴に つ い て

調 べ る
3 年上 : 1 わ た し の まち, み ん な の まち (p2-4 7 )

( 悼) 観察する p .4 -

9

( 情) 調査する p .10-1 9 ; p .2 0-27 ; p .2 8 - 43

( 情) 白地図を利用してまとめる p .
1 ト1 9 ; 絵地図は p .1 6 - 1 7

( V P) 地域 の特徴に注目する 町の い ろ い ろな場所を比 べ る

ア ( V P) 自分 の住 ん で い る地域は行政区分 (市, 区,
町, 村) に分類され て い る

( V P) 身近な地域や市, 区, 町, 村 を特徴づ ける変
数として 地形, 土地利用, 主 な公共施設 (場所と

働き) , 交通 の 様子な どに 注目する

(内) 地域の情報

(悼) 地域の情報を調 べ て まとめる
見学 コ

-

ス 作り (4 4 - 45) , ガ イ ド マ ッ プ作り (46 - 4 7 )

絵地図の 工夫 : p .1 6 / 地図を作 つ て話 し合うp .1 9

( 2 ) ( 悼) 地域 の生産や販売の 仕事の内容と特色に つ い

て調 べ考える
3 年上 : 2 わ た したち のく らしと商店 ( p4 8

- 74 )

( V P) 地域 の生産や販売の仕事 に つ い て考えるため

に 内容と特色に注目する

(悼) 見学する p .5 4 - 71 ( ス
ー パ ー

, 商店, 特色 の ある店)

( 情) 調査する
p .48-49 ; 買 い物し ら ベ p .5 0-5 3 ( 質問作りか らグ ラ フ作
成ま で)

( 悼) 考える ちらし調 べ p .72 ( 全体通し て)

( 悼) 比較する 市内の店舗の比較

(情) ( V P ) 国内の 他 の地域と比較する 他の市と比較する (姫路と秋田) p 42

- 78 -



情報数青か らみた小学校社会科の学習活動

表 4 . 小学校 5 年生 1 学期の 社会科指導に おける情報活動の分析

単 元 名
指導時期

( 時数)
月 小単元 (題材) 名 主 な 学 習 活 動 時数

Ⅰ わ た した 4 - 5 月 4 ･ ど き どきわくわく ○我が国の地形や気候を概観し, く ら しや産業の様 1

ち の生活と食 (12 時間)

⑧

5

⑧

た ん け ん 日本列島 子に つ い て考量旦 9
_ 2

料生産
･ 食料産地探検隊

･ 頚城平野の 米づく

○食料生産の 様子を調 べ , 白地図にまとめ, ど こ で ,

1 米 づ く り ど の よう に 作られ て い る の か , 興味をも つ o
2

1

の さ かん な庄 ○米の産地に せま ろう○

内 ( 頚城) 辛
･ 米袋や統計資料などから, 米 づ くり に関わる学習

野 問題を作る .
__

○頚城平野の 土地と気候と米 づくり

りを調 べ よう

･ 米 づくりの 問題点

･ 頚城平野の 土地利用の様子や気温の 様子を調 べ る○

○頚城平野の 米づく り
･ 農作業の 様子に つ い て , 調 べ て みた い こ とを決め,

資料や聞き取り等か ら調 べ , 発表する○
･ 苗 づ くりと水の 管理
･ 安全な米づく り,
･ 品種改良,
･ お い しい 米を届ける工夫

3

3と解決の 工夫 ○稲作の 問題点を調 べ , 解決の 工夫に つ い て , 考え

る○
･ 米 づ くりを取り巻く問題
･ 効率を よくするため の米づくり
･ 共同作業と これか ら の米づくり

2 水産業が 5 月下
- 6

⑧

･ 魚をと る人の写真 ○写真や資料を見て , 学習計画を立て る○ 2

さ か ん な八戸 6 月下 をみ て 考え ようo ･ 調 べ る こ と , 調 べ 方, ま と め方
1

市 (12 時間) ･ 漁港の 見学, 漁師 ○漁港の 見学の 計画を立て る ○

さ んを たずね て

･ 水産業の変化

･ 魚 の養殖業

･ 魚 の栽培漁業

･ 新鮮 な魚を消費地

･ 調 べ る こ と , 見聞きし て くる こ と

○見学
･ イ ン タ ビ ュ

ー

○ グ ラ フ な ど の資料をもと に , 漁業が ど の よう に変
化して きたか考える○

･ 遠洋漁業
･ 沖合業業
･ 沿岸漁業
･ 2 0 0海 里水域

○養殖め工夫や努力に つ い て調 べ る ○
･ 養殖 の仕組み
･ 養殖業に携わ る人の話

○栽培漁業の 工夫や努力に つ い て 調 べ る○
･ 栽培 の しくみ
･ 栽培漁業セ ン タ

ー

の 人の 話

2

1

1

1

1

3

に

･ 全国 の友だちと交

○とれた魚が新鮮なまま消費地に届けられる工麦泣
つ い て 考え る○

･ 魚の 種類に応じた運送の 仕方
･ 高速道路の発達

流しよう○ ○自分たちが調 べ た食料生産の様子を他地域の 子供

たち に知らせ, 交流を図るo
･ ビ デ オ レ タ

ー

･ メ
ー ル 交換

3 こ れ か ら 6 月下 - 7

⑥

･. 日本 の 食料生産の ○こ れま で の学習を想起し, 日本 の食料生産の かか 2

1

1

2

の 食料生産 7 月 問題点を考えようo

･ 食料 の 輸入

･ 環境と消費者に や

える問題に つ い て 話し合う○

( 6 時間)
･ 産業別人口 の 割合

丁地方別の耕地面積
･ 日本 の土地利用

○ これから の 食糧確保は
■
どの よう に し て い けばよ い

か話 し合う ○
･ 自給派 . 輸入派に分かれ て 討論, 意見交換

さ し い食料生産

◇の び の び
. と び だ

○食料生産の 新し い試み に はど の ようなもの があ る

か調 べ る○
･ 有機農法
･ 生 ゴ ミ の リ サ イ ク ル
･ バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー

せ ･ 海洋牧場

- 79 -



表 5 . 各教科等おける情報活動の 目標との 関連と比重

教 科 情 報 数. 育 と の 関 連 調 べ て まとめ て 伝える

国語
コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン の 基礎 で ある言語能力を磨くo 読む,

○ ○. ○書く , 聞く , 話す

算数
論理的な判断力や目標 (解) を追究する努力を学ぶ ○ 考え

○ ○ ○て 答え を書く ○

理科
白鍵事象に T' い て考えを実際に確か め る活動の 中で , 科学

○ ○ ○的な考え方を学ぶ

社会
社会現象に つ い て疑問を持ち, 体験を通して 実際に確かめ,

○ ○ ○資料を調 べ る こと で
, 社会科学的な考え方を学ぶ o

総 合 的 な

学習の 時間
総合的な テ

ー

マ の 下 で 問題解決活動に取り組む○ ○ ○ ○
抜き出し, 具体的に 東京書籍の ｢ 新訂 新し い社会｣ の

3 年上 の教科書の 中で , そ の部分がそ の 活動に 当たるか

を検討した結果で あ る｡ 比較する活動など は教科書の単

元を通じて行われ て お り, 具体的な ペ
ー

ジ を明確に示す

こ とが難し い場合もあ る ことが分かる ｡

さ ら に , 将来的に は, 複数 の教科書 に つ い て対応関係

を明確にすると共に , 各教科書会社 に著作権に関する了

解を得た上で
,
W e b 上 に 公開し て い く ｡

< 指導計画との対応づ け>

教科書との対応関係を示しただけ で は, 教師は具体的

な学習展開が理解し に く い と い う点を考慮して , 新潟県

大潟町立大潟町小学校の社会科の 年間指導計画を 1 つ の

例と して 取り上げ, 授業 の 中 に どの ような情報活動が埋

め込まれ て い るかを分析 した｡ 表 4 に そ の 結果の
一

部

( 小学校 5 年生の 1 学期 の 部分) に対する分析の 結果を

示した ｡ 表 4 か ら , ｢ 学習問題 を作る｣ , ｢ 発表する｣ ,

｢ 見学 の 計画を立て る｣ , ｢ 他地域の子どもたち に 知らせ ,

交涜を図る｣ , ｢ ビ デ オ レ タ ー

｣ , ｢ メ
ー ル 交換｣ , ｢ 問題 に

つ い て話 し合う｣ , ｢( 意見の 異なる 2 つ の 班 に) 分かれ

て討論 , 意見交換｣ な どの 情報活動やメ デ ィ ア利用を読

みとる ことが で き る ｡

5
. 考察と まと め

今回の研究か ら, 国語科に お ける学習目標と情報教育

の 目標との 関係は非常に密接で ある ことが明らかとな っ

た｡ こ れ に対 して 社会科の よう に教科固有の学習内容が

存在する教科で は, 情報活動と同時に , 教科が学習者に

もたらす視点 ( も の の 見方) も同時に抽出する ことが重

要で ある ことが示され た｡ 教科書と の 対応関係よりも,

よ り具体的な年間指導計画に お ける情報活動の分析が,

教師 に は理解しやすい こ とも示された｡

ま た, 国語科と社会科とで どの よ う な情報活動が多く

含まれ るか に違 い がある ことが明らか とな っ た｡ 教科 に

よ っ て ど の ような違い があるかを
, 現時点で把握して い

る範囲内で表現した のが表5 で ある｡ 国語, 算数, 理科,

社会, 総合的な学習の 時間の 5 つ の 時間に含まれ る学習

活動を , 調 べ る, ま と める , 伝 える の 3 つ に 分類すると

どの よ う に重み づ けが異な るかを示したも の で あ る ｡ た

だ し
,
こ の裏は我々 の 直感的な表現で あ る の で

, 今後の

よ り詳細 な研究が必要で ある｡

6 . 研究の 全体像と今後の課題

今回報告 した情報教育の 目標と教科書の 内容の対応づ

けをする研究 は, よ り大き な枠組みの プ ロ ジ ェ ク ト の
一

部で あ る ｡ そ れ を図2 に示した ｡

総合的な学習の 時間に お ける授業案 ( レ シ ピ) の研究

は
, 情報教育の目標を達成するため の 授業展開を多数示

す こと で , 教師が総合的な学習の 時間に ｢情報｣ 関連の

授業を展開する の を助けるた め の も の で あ る｡ ま た , 各

教科に お ける授業で利用で きるデ ジタ ル コ ン テ ン ツ の 研

究は, イ ン タ ー ネ ッ ト上 に教育 (学習) に 利用で きる素

材を開発する研究に直結して い る｡ 教科書と教科教育に

おける情報活動の 対応を示す本研究は, こ れ ら2 つ の研

究を結び っ ける役割を果たすもの で ある｡

今後 の課題と して , 小学校お よび中学校の主要教科に

関する分析をすすめ ,
W e b 上 に 資料と し て 公開し て い

く作業が ある｡ 表5 に 現在, 分析を進め て い る教科をま

と めた｡ こ れ ら の教科に 関する分析結果を公表し, そ の

資料に よ っ て現職教員が情報教育的な活動を, よ り容易

に導入で きるかどうかを検証する こ とも, 今後 の課題で

ある ｡
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情報数青か らみ た小学校社会科の 学習活動

図2 . 情報教育を支援する研究プ ロ ジ ェ ク トの全体像

表 6 . 分析対象に した科目の
一

覧

①小学校 : 国語, 中学校 : 国語

②小学校 : 社会, 中学校 : 社会

③小学校 : 理科, 中学校 : 科学

④小学校 : 算数, 中学校 : 数学

⑤中学校 : 英語, 高等学校 : 英語

⑥小学校 : 家庭科
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